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圧電材料を用いた能動型振動制御の可能性の検討

O 武捨貴昭

(防衛庁技本)

Study on the Active Vibration Control by Piezoelectric Materials 

Takaaki Musha， 

。'RDI，Japan Defense Agency) 
The active control devise which has the function for measuring structural vibration simultaneously 

has been the subject of extensive research. In this report， the possibility of the piezoelectric materials a 

simultaneous sensor-actuator for the purpose of suppressing the structural vibration is discussed. 
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1.はじめに

雑音低減のためには音源の振動を抑制する方法や透過

音による遮音板表面の曲げ波を抑制する方法が考えられ

る。遮音板のような対象については，透過波により生じ

(μ:粘性項， 1 梁の断面 2次モーメント，f(x，t) : 

る表面振動を低減させるため，ダンピング技術が適用さ

れているが，これに対し圧電素子により表面振動をアク

ティプ制御方式で低減する方式も研究されている。本研

究においては圧電ゴムやPVDF(ポリフッ化ピリニデン)

を用いた能動型振動制御のためのセンサーアクチュエー

タを製作し，その特性を計測した。

2.圧電材料による能動型振動制御の理論的検討

外部から加振されている梁の運動方程式について考える。

板が強制加振されている場合は両端を支持した自由梁に

ついて

凶22y+E71y+μi-y=f(x，t) (1) 

at~ ax' atax噌

単位長さ当りに加わる力)と表されるから，式 (1) につ

いて

y(x，t) = 2: Y n (t)・仇(x) (2.1) 

IPn (x) = A sio乎 (2.2) 

及び

五f(x，t)仇 (x)dx=んの (3) 

とすると式ωい凶，y= (与fμ。=凶Y

ko = E'[Lyとすることにより，次のように簡略化できる。

d2y 
mーτι+koYn+μ日ニヱム=ι(t)

dt~ . U dt 
(4) 

これから，梁をベース材とダンピング材に分けて考える

と，制振材を貼り付けた梁は Fig.1のようにモデル化で
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